
、覆らしの中でハーフを楽しもう四

●Π門たりと場所
ハーフの性質を考えた場所選び

ほとんどのハーブが太陽の光を好みます。少な

くとも午前中は日が当たる場所を選びましょう。日

当たりが良くない場所には、日陰に向くハープ

(チャイブやミント)や、半日陰を好むハープ'(レモ

ンバームやチャービル)などを選ぶとよいでしょう。

また、強い風に当たると葉が硬くなったり、褐色

になったりすることがありますので、風当たりの強

い場所は避けましょう。
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●{.りくり

北陸の土壌と気候玉宅えた配合を

一

亀

'翻

i

ハープ栽培には、水はけが良く通気性があり、

ほどよい保水力が商る士が適します。市販のハー

プ用士も便利ですが、お勧めは、赤玉土4:腐葉

士3:バーミキュライト2:鹿沼士1の配合です。

また、ハーブは弱アルカリ性の土壌を好みま

す。地植えの場合は、士を20~30センチの深さ

に耕し、苦士石灰omをあたリ10ogぐらい)を混
ぜて土壌を調整し、腐葉土・鶏ふん・油かすを入

れて塾地します。根部を利用するハープの場合は

さらに深く耕します。さらに、水はけの悪い土地に

はバーミキュライトや小石を加えます。

鉢植えやプランターの場合は、4~5号鉢分の

配合した土に、有機質の需*平Υ油かす・鶏ふ

ん)と石灰を各大さじ1ほど加えるとべストです。

:.室内で"擁えを菅理寸る時砧カヒや奥い央焦田にきるσ、て

減肥を使用寸'こと_

http://1inea.koino.jp
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ハーブの杣生を知り
日陰も上手に利用

●1阿X虫とコンバニオンプランヅ
基本は予防から

篦一に、良い環境を保つことが大切です。それには剪定して風通しをよ

くし、痛んだ花や葉、弱った株(根元から)、雑草はこまめに除きます。水や

肥料を島げ過ぎない、鉢植えは新しい士に替えることも必要です。

それでもハダニやアブラムシが発生したら、流水でハーブ全体をよく洗い

流す、アブラムシは捕殺するなど、なるべく農薬を使わず耶除します。防虫

効果のあるハープ液や木酢液などを使った予防もおすすめです。

また、混植すると病害虫の発生を防ぎ生長が促進される植物が南りま

す。これを「コンパニオンプランツ」といい、トマトとバジルはお互いに生長

し、バラとニンニク・チャイブを一緒に植えると黒星病の予防になります。

、,1/ 1
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,長【杏'で,CI「」'、る
堀合はさらに深く
餅す

Π立まぎ用土j
苗斥でまく堤含リ1-ミキュライ1、1:ビートモス1の割合て混せ
た士を伎用、苗庶は充牙水に浜寸、

・広まきm埋倉ま゛迄問前当でに、土廿_の釜武を。肌料は罷

励に入武τおく

^
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【ハ1-ι」】
゛ハーブ法/タイム、セージむどの耐出し濫を200倍に防'めて京の両面に吹きかける。

●小やりど肥科
ノ、-y■、生 1毛しハリニミι'ニ'合1 せで

植物は、水と一緒に士の中の栄養分を吸収します。この活動が盛んに

なる朝に水を与えましょう。庭や畑の場合、ハーブが根付いた後は自然の

雨にまかせますが、夏の干は'つには朝夕たっぷりの水やU炉必要です。鉢

植えの場合は、士が乾いたら水を与えましょう。水のやりすぎは根寓れのも

となので、冬は注意が必要です。

肥料は植え付け時に、元肥として堆肥を土に混ぜてやります。バジルや

チャービルは短い期問で生長するので、追胆は生育中に速効性の翫る液

肥【濃度の薄い)を使うとよいでしょう。

、

、

【アブラム訓コ
◎牛孔液/原液か2~3倍に謂めて吹きかける。(アプラムシか呼吸できなくなる)
0ホ酢液/印倍になめて吹きかける、

ハープ'収稚のタイ、ンク・・・・・・・・・・・・・・・・、、、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・、
・種茶色になってはじける直削に収穫。・棄お天気のよい日が2~3日続き、露が残っていない時に収穫。

・花開花後2~3日の問に収穫。小ライフラワ一にする時は、半分ぐらい雷がある時に)・根冬に入る前の一番養分を蓄えτいる時期に収穫。
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ハ
ー
ブ
の
四
季
と
季
節
ご
と
の
お
手
入
れ

'
.
,
'

』

ド

■

?
を
壱
'
"
-
1
,
:
 
J
 
r

春
は
種
ま
き
や
株
分
け
に
最
適
な
季
節
で
す
。
種

ま
き
は
八
重
桜
が
咲
き
始
め
た
頃
を
目
安
に
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
0
苗
床
に
種
ま
き
を
レ
て
2
週
問
ほ
ど

す
る
と
発
芽
し
ま
す
0
本
葉
が
5
S
6
枚
に
な
り
霜

の
心
配
が
な
く
な
っ
た
ら
思
い
思
い
の
場
所
に
定
植

レ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
根
に
付
い
た
士
は
落
と
さ
ず

昇
植
え
ま
す
。
植
え
た
ら
根
元
を
し
つ
か
り
押
さ
え
、

た
ウ
ぶ
り
水
を
与
え
ま
す
0

5
月
に
な
る
と
、
こ
ぽ
れ
種
か
ら
育
っ
た
カ
モ
マ
イ

ル
の
花
が
咲
き
そ
の
他
の
ハ
ー
ブ
も
、
早
い
も
の
は
収

穫
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
使
う
前
に
、
そ
の
つ
ど
収
種

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
0

、
.

L
一
式
一
+
 
b
 
"
、
L
 
L
 
-
ー
、
北
.

」

1
 
J
 
1
 
-

雨
が
少
な
く
、
乾
燥
し
た
地
中
海
沿
岸
地
方
が
原

産
の
タ
イ
ム
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
日
本
の
一
局
温
多
湿
が

苦
手
で
す
。
と
く
に
北
陸
の
梅
雨
は
降
水
量
が
多
く
、

蒸
れ
の
注
意
が
必
要
で
す
'
こ
ま
め
に
除
草
し
、
桜
を

透
か
し
た
り
、
根
元
の
下
技
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と
で

風
通
し
が
よ
く
な
り
ま
す
。
鉢
植
え
は
雨
の
当
た
ら

な
い
軒
下
に
移
動
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

真
夏
の
暑
さ
に
弱
い
ハ
ー
ブ
に
は
、
寒
冷
紗
や
ス
ダ

レ
な
ど
で
日
陰
を
つ
く
り
ま
す
0
日
当
た
り
の
よ
い
べ

ラ
ン
ダ
は
照
り
返
し
も
強
い
の
で
、
鉢
の
下
に
す
の
こ

や
レ
ン
ガ
を
置
い
た
り
、
鉢
を
二
重
に
し
た
り
し
て
、
暑

さ
か
ら
守
り
ま
す
0

6
月
は
ハ
ー
ブ
の
花
盛
り
0
マ
ロ
ウ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が

収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。
梅
雨
の
中
林
み
を
利
用
し

て
お
天
気
が
数
日
続
い
た
午
前
中
に
花
摘
み
や
収

轤
を
楽
し
み
ま
し
ょ
・
つ
0

i

、
ン

御
、

圏
.

秋
も
、
種
ま
き
や
植
え
付
け
が
可
能
で
す
。
種
ま
き

は
お
彼
岸
前
が
目
安
で
す
。
カ
モ
マ
イ
ル
や
ボ
リ
ジ
な

ど
耐
寒
性
の
あ
る
1
年
草
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

夏
の
よ
う
に
毎
日
の
水
や
り
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
秋
の
長
雨
は
梅
雨
時
と
同
じ
よ
う
に
蒸
れ
に
注

意
が
必
要
で
す
。
剪
定
や
施
胆
な
ど
を
行
い
、
少
し
ず

つ
水
や
り
を
控
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
イ
ム
,
セ
ー
ジ
・
オ
レ
ガ
ノ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
秋
に

1
度
根
元
か
ら
5
卯
ぐ
ら
い
ま
で
刈
り
込
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。
そ
う
し
τ
お
く
こ
と
で
、
来
年
元
気
に
育
ち

ま
す
。
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
非
耐
寒
性
の
ハ
ー
ブ
は
鉢

上
げ
し
、
冬
ご
し
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
0
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レ
モ
ン
グ
ラ
ス
は
室
内
の
暖
か
い
場
所
で
管
理
し
ま

し
ょ
う
。
チ
ャ
ー
ビ
ル
や
ミ
ン
ト
は
[
至
内
の
明
る
い
窓

辺
に
お
け
ぱ
冬
で
も
楽
し
め
ま
す
。
花
の
少
な
い
季
節

な
の
で
、
サ
フ
ラ
ン
の
鉢
植
え
も
お
す
す
め
で
す
(
自

然
人
巧
号
,
冬
で
掲
敢
)
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
室
内
に
取

り
込
ん
だ
鉢
類
の
水
管
理
を
忘
れ
ず
に
。

そ
れ
か
ら
、
雪
の
降
る
北
陸
で
は
、
ガ
ー
デ
ン
の
ハ
ー

フ
は
支
柱
を
立
て
る
だ
折
れ
や
す
い
枝
を
ひ
も
で
ま

と
め
τ
お
く
工
夫
も
必
要
で
す
。

来
年
の
ハ
ー
プ
ガ
ー
デ
ン
計
画
は
こ
の
時
期
に
0
本

を
読
ん
だ
り
、
種
や
苗
の
カ
タ
ロ
グ
を
貝
た
り
し
な
が

ら
、
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
ょ
う
0

.

し
一
.
《
い
一

y
<
中
、
り
、

一
点
,
¥
ゞ
e

を
P

一
゛

.

杖
通
下
風

1
-
い

、

ι
1
-
'

、
4

ー
.
●

.

,

'

,、
X

は
こ
ガ

で
し
を

ナ
一
」
,
、

な
重
き

日
2
置

耐
鉢
冬
楽

1
t
 
四
、

キ
、
入
、
"

t
斗
、
古
,
'

ー
ゞ
;
 
1
t

ー
、
、
.
ハ
、

、
、
一
、

/
・
・
"
、
L
・
、
、

ご
,

J
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割りはしで

深さ1~2Cmのニッ折りにしたハガキに
穴を而け、まく種をのせ、たたきなか、ら

は'らまく

1 1

大き4脊は涯く小声む旛は浅く

<苗の定植>
根の土を落とさない
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よしずなどを日よけに用いた

蔓のハーブガーデン
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などを切って
しをよく

茂りすぎた枝

切って利用

゛

、鉢植えを
J、下にフロックを

ト

日差しを
訓整しやすし
スダレも便利
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タイム(和宅タチジャコウソウ)
シソ科常緑小低木

厘原産地/地中海沿岸

貰気候・条件/乾燥を好み、、高温多湿に鵡い
匡利用部位/葉・茎・花
茂りすぎたら、蒸れないように萄室レτ風通しをよくす
る。開花荏に剖り取ると新しい枯が出る。すがすがし
V昏りで、スープやシチューなどの煮込み料理に使う
プーケガルニ"'に向く。ポプリ、うがい藁にもなる。
糸いくつかのハーフを束にしたも仍。
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開花時期
5~7月

'.・)',、.、1-:、,'.、.

、゛゛'§' 1章1ト"
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^

ジャーマンカモマイル(和名カミツW
キク科 1非草

睡原産地/ヨーロ・・,バ・アジア

鷺気候・条件卦燥を好殿、高温多湿に弱い
匿利用都位"花

株巻大きく青てるには、密集し,た苗を問ぢ1ぎし桔聞を
開けて毛"音,こほれ桶でもよく青つ'開花[,たものか
ら、花を収極。全草にUAごのような番1】が市り、
テ,1-.料理・石けん・スキンケアに矛1」用。

圏

'コ

レモンバーム(和名セイヨウヤマハッカ)

シソ科多年草

朧原産地/ヨーロッパ

睡気候・条件/半三陰を好む
撞利用部位/葉

栽培しやすぃ。花が咲き始める唖に初り取ると、柔ら
かい摸が出る。さわやかなレモンの喬りで、ティー、デ
ザートの香り付け、入浴剤に利用。
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開花時期

4~5月

●』

朋花時期

6~7月

.、

,

甲 J '

モ"

ローズマリー(和名マンネンロウ)
シゾ科多年草

睡原産地/地中海沿岸

亜気候・条件/乾煉を好む
葺利用部位/葉・花・茎
大きくなると寒さにも強く、垣根や詑埋の縁取リにもな
る。松のような強い香りが島り、肉料理の香り付けや、
プイヨン、スープに向く。入浴剤、化粧水のほか、りン
スにもなる。

'

'

オレガノほn名ハナハッカ)
シソ科多年草

匿原産地_,ヨーロ・',パ

匿気1宗'条イ牛隼乞広雫を血子み、高温多湿に弓弓い
捷刑用部位/葉

元気に壱つ。ドライに寸ると良い雪リに。ピザ・スパ
ゲッテ 1'ー・トマト料理によく合ら。その池、ケ三フト、ド
ライフラワ一も楽L.める。

、9

一「
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^

開花時期
11~3月、5月

開花時期

6~9月

鳥

,

」

,

ペノξーミント(和名セイヨウハッか
シソ科多年草

童原逢地./地中海沿岸

直気候・条件/'湿気衣好み.日陰でも育つ
直利尾部位/葉

ランナー仕也上に遭って根になる茎)でよく楽殖する.
さわやかで清涼感の島る、クールな香りが特徴。
ティー、デザートの昏り付け、北粘品、入浴剤などに刑
用。ガムや岱磨ぎ粉など、身近女商品にも利用ぎれて
いる。

ノ§ジルほn名メボウキ)
シソ科 1年草

優原産地/中東・インド

匪気候・条件/昌当りを好み、寒さに弱い
縢利用部位/葉

柔らかい葉を使いたい時は、花を咲かせないようにこ
まめに摘み取る。発芽には25で前後必要。パスタ瓣
理やトマト料理によく合う。ティーにも刑用。
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朋花時期
フ~9月

開花時期

フ~柏月

●下記も北陸で元気"育っハーブです。スペースに余裕が高11は挑戦しτみましょう。
ラベンダー.イタリアンパセリ.ホップ.ンモングラス・ボリジ・レモンバーベナ・ナスタチューム・フェンネル,チャーピル'ペイ{月娃梗D
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チャイブ(和名エソネギ)
ユリ科多年草

睡漂産地/ヨーロッバ

薩気1奥条件/半日陰でも育つ
鳶利用部位/菓

掘程後2年巨に開花。箸と耿に株分けして堪やす'
鷲が硬くなるので、花は早めに摘み・取る。ネギ特有の
雷りと辛眛が畠り.スープやソース.ハーフバター.糾t
畉に利用。

コモンセージ(和名ヤクヨウサルビア)
シソ科常緑低木

直原産地/地中海沿岸

哉気候・条件/乾燥を好む

塵利用部位/葉

乾燥を好むが、導変は日よけなどで日当たりの調望か
必要。花が咲いたら一度、株の更新も無ねτ剪定、
料理、クラフト、入浴剤に利用。
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開花時期

5~7月

開花時胡

6~7月
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マロウ〔和名ウスベニアオイ)
アオイ科多年草

置辱産地/'ヨーロッパ

屋気イ曵条件、/乾燥を好む

夏刑用部位/花
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戟培しやすぃ。とくに日当たりのよい士地を好む。開
花時に花を摘み取り、乾悼しτ利用。ティーに向く。
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